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回の肺切除術)を対象とした.性別は男性ア例資性 7例

で,年齢は35歳から76琴であった･原発臓器別症例数は

結腸 ･l自J.腸痛9例.乳癌:'･i例.腎癌 1例.卵髄癌 1例で

あった.【結果】1)結腸 ･癖二腸痛9例においては肺切除

後3年11-JH.iを最高iこ全判生存中である.1自二腸癌の 1例

は11カ月後局所再発が発見され旗会陰式直腸切断術が施

行された.肺切除術の1年10カ月前及び2年8カ月前に

直腸癌の肝転移に対 して肝切除術が施行された2例共に

無再発生存中である.2)乳癌 3例車2例は再発 した.

うち1例は再発を認めたが3年11カ月の現在化学療法,

ホルモン療法が効を奏 し外来通院中である.3)腎癌の

1例に対 しては3回の再切除が行われ 5年8カ月の現

在再発を認めるが生存中である.【まとめ】一定の条件

を満たした症例においては績極的に外科的切除を試みる

べきである.

ll)進行食道癌に対ずる 5-Fluorouracil及び

Cisplatill少量持続静注 と放射線同時併用

の試み
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当科では,新鮮進行食道癌に対 して 5-FU 小農持続

静注と放射線の同時併周療法を施行 してきた.今回はこ

れに CDDPの少盈連日静注を相加 して,更なる局所制

御率の向上をめざした.照射は-日 1.8-2.OGy,過

5回施行 し69Gy以上授与 した.5伽Fu は 250-350

mg/m2/dayを照射を行わない土日以外は持続静注とし,

CDDPは 4-7mg/m2/dayを週5回少量持続ないし連

日投与した.対象は,PS良好な進行食道癌5症例であっ

た.この治療により嘩下障害の改善を5例車4例に認め,

治療終了 1カ月後の評価では全例に PR が得られた.

1例は8カ月で死亡 したが,残 り4例は4-12カ月無病

生存中である,今後は症例を重ねて,この治療法の有効

性を確認するつもりである.

12)襲撃的治療が署効した胸部食道癌 の 1例
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症例は56歳,男性,胸部食道癌.術前 stagillgで左

鎖骨 上罵 りン.べ節.縦隔 りンべ節および脂部大動脈同園

301

リソバ節に広範な転移を認めたため,平成 5年 1月より,

CIjDP15O mgx1日間,5FU 1,250mgx5日間, L7

[=Jボりン 30mgx5日間を 1ウ一一一′Lとし.3Jj--′し

の術前化学構法が施行された.化学噴法後 1)ンべ節転移

および原発巣は縮小 し (P況),4月8日開胸食道抜去術

が施行さかた.病理診断は粘表皮癌,深遠度 こ12であっ

た.術後さ吊こ上記療法を2ll-JL追加した結果,鶏部,

縦隔および腹部 リソバ節転移は完全をこ消失 した (CR).

6月17日退院 し.外来経過観察 していたが,平成6年 5

月上記転移巣の再燃増大をきたしたため,放射線化学療

法を行い平成 7年 1月現在治頼中である.遠隔転移を伴

うような進行食道癌をこ対 しては,① 手術,② 化学療法,

③ 放射線療法を組み合わせた薬学的治療が必要である

と思われ,著効 した 1例を経験 したので報告 した.

131食道癌切除後再建 胃管の24時間 pH 測定の

臨床的意義
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【目的】近年.食道癌術後の再建胃管に潰壕の発生す

る症例の報告が増加 しており,当科でも予胃管激痛の心

嚢内穿破症例を経験 した.そこで今回,食道癌切除症例

において胃管濃轟の原田の 1つと考えられる酸分泌状態

について24時間胃管内 pH測定を用いて検討 した.【対

象と方法】1994年;･こ入り胃管にて再建された食道癌症

例のうち8例に24時間胃管内 pH 測定を行った.手術

例の再建術式は大琴側胃管による胸骨後経路頚部吻合が

多数を占めた.カテ-テルは経鼻的に先端が幽門輪直上

に位置するように留置 し,日常生活下に pH の変化を

記録,データーをコンビュ-タ-処理,解析 した.【結

果】① 酸分泌能を有すると考えられる pH≦4の時間

が30%以上を責める症例が4例 (50%)見られ,このう

下 (内服例7.()9,6.静注例25.8%)を認めた.(訂 胃管

内 pH の日内変動は4型に分煩できた.【結語】24時間

胃管内 pH 測定は胃管の酸分泌状態を知る上で簡便で

有用な方法であると思われた.


